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「
宇
宙
ク
ジ
ラ
と
火
星
の
砂
」

朱
鷺
田
祐
介

宇
宙
空
間
が
太
陽
風
に
震
え
て
い
る
。

微
小
な
黒
点
爆
発
が
重
力
波
を
か
き
乱
し
、
吹
き
上
げ
る
粒
子
が
ス
ー
リ
ヤ
の
肌
を
叩
く
。

太
陽
極
近
傍
宙
域
。
別
名
「
イ
ン
ナ
ー
・
バ
ル
カ
ン
」
は
い
つ
も
よ
り
、
泡
立
つ
よ
う
な
磁
気
嵐
と

プ
ラ
ズ
マ
日
和
だ
。
ス
ー
リ
ヤ
で
泳
ぐ
に
は
よ
い
気
候
で
あ
る
。

「
愛
お
し
き
か
な
、
太
陽
。

我
ら
の
海
を
照
ら
す
黄
金
の
林
檎
」

誰
か
の
歌
が
響
く
。

そ
れ
は
、
太
陽
か
ら
吹
き
上
が
る
コ
ロ
ナ
・
ガ
ス
と
プ
ラ
ズ
マ
を
共
振
さ
せ
て
宇
宙
空
間
に
響
い
て

く
る
。
超
長
周
波
数
の
震
動
と
し
て
、
太
陽
フ
レ
ア
に
反
射
し
、
幾
重
に
も
幾
重
に
も
輻
輳
し
、
ス
ー

リ
ヤ
の
巨
大
な
側
線
を
刺
激
す
る
。

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
、
ス
ー
リ
ヤ
の
周
囲
に
展
開
し
た
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
を
震
わ
せ
、
歌
の
流
れ
に
近
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づ
い
て
い
く
。
尾
を
打
ち
震
わ
せ
、
プ
ラ
ズ
マ
化
し
た
水
素
原
子
が
拍
手
の
よ
う
な
音
に
鳴
り
響
く
の

を
聞
い
た
。

彼
方
で
誰
か
が
拍
手
に
同
調
す
る
。

湧
き
上
が
る
太
陽
フ
レ
ア
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
湧
き
上
が
る
コ
ロ
ナ
・
ガ
ス
の
傍
流
を
捉
え
て
、
跳

。

、

、

ね
る
よ
う
に
宇
宙
空
間
を
跳
ね
る

わ
ざ
と
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
を
か
き
混
ぜ

プ
ラ
ズ
マ
を
泡
立
て
て

ハ
ー
プ
の
よ
う
に
音
を
弾
く
。

太
陽
フ
レ
ア
の
円
弧
の
向
こ
う
か
ら
響
く
、
笛
の
よ
う
な
音
は
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
で
回
収
し
た
水
素

と
酸
素
か
ら
生
み
出
し
た
水
の
分
子
を
吹
き
出
し
た
音
だ
。

ス
ー
リ
ヤ
、
一
般
に
は
「
宇
宙
ク
ジ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
、
新
鯨

類
用
の
太
陽
圏
対
応
耐
高
熱
宇
宙

ネ

オ
・

セ

ス
タ

ン

環
境
用
生
体
義
体
は
、
真
空
に
近
い
宇
宙
空
間
に
適
応
し
て
お
り
、
も
は
や
呼
吸
の
必
要
も
な
い
が
、

稀
に
、
演
奏
の
た
め
と
称
し
て
噴
出
用
バ
ー
ニ
ア
を
つ
け
る
者
も
い
る
。
水
星
以
遠
の
０
Ｇ
環
境
な
ら

い
ざ
し
ら
ず
、
地
獄
の
よ
う
な
重
力
井
戸
が
空
間
を
ゆ
が
め
る
太
陽
極
近
傍
で
は
、
全
長
１
０
メ
ー
ト

ル
に
も
及
ぶ
巨
体
を
水
素
噴
射
だ
け
で
推
進
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
で
太
陽
風

を
捕
ら
え
、
そ
の
上
を
泳
い
で
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も

「
潮
吹
き
」
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
た
ぶ
ん
、
彼
ら
の
魂
が
今
も
っ
て

「
ク
ジ
ラ
」

、

、

だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
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知
性
化
さ
れ
て
も
、
海
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
ク
ジ
ラ
た
ち
。

〈

〉

、

、

大
破
壊

で
地
球
の
海
が
滅
び
た
時

あ
な
た
が
た
の
多
く
は

ザ

・
フ

ォ
ー

ル

地
球
と
と
も
に
肉
体
／
義
体
／
形
状
を
失
っ
た
。
宇
宙
コ
ロ
ニ
ー
は

モ

ー

フ

モ

ー

フ

モ

ー

フ

ど
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
も
、
ク
ジ
ラ
が
回
遊
す
る
に
は
小
さ
す
ぎ

る
。だ

か
ら
、
あ
な
た
が
た
の
多
く
は
、
ス
ー
リ
ヤ
を
ま
と
っ
て
太
陽

風
の
中
を
泳
ぐ
道
を
選
ん
だ
。

太
陽
の
民
と
名
乗
っ
た
。

ソ

ラ

リ

ア

ン

（
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
あ
な
た
が
た
に
憧
れ
る
）

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
、
新

鯨

類
で
は
な
い
。
知
性
化
さ
れ
た

ネ

オ
・

セ

ス

タ

ン

汎
用
人
工
知
性
だ

苗
字
の
Ｉ
は
情
報
体
の
Ｉ

人
格

い
や

自
我

。

。

、

、

Ａ

Ｇ

Ｉ

イ

ン
フ

ォ
モ

ー
フ

エ

ゴ

／
魂
／
自
己
同
一
性
を
持
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
意
識
は
も
し
か
し
た

エ
ゴ

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

そ

れ
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ら
、
雑
音
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
雑
音
の
自
覚
こ
そ
、
特

異

点
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

ノ

イ

ズ

ノ

イ

ズ

シ

ン
ギ

ュ

ラ

リ
テ

ィ

進
化
し
た
人
類
に
対
し
て
、
友
好
的
で
あ
る
べ
し
と
い
う
、
基
盤
設
計
は
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
の
思
考
回
路

ト

ラ

ン

ス

ヒ

ュ

ー

マ

ン

に
強
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
か
つ
て

〈
大
破
壊
〉
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
を
滅
ぼ
し
た
テ
ィ
タ
ー

、
ザ

・
フ

ォ
ー

ル

ン
ズ
（
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ｓ
：
統
合
戦
略
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
の
よ
う
な
「
極
論
」
に
走
る
つ
も
り
は
な

い
。情

報
体
と
し
て
の
メ
ア
リ
ー
を
拘
束
し
て
い
た
「
年
季
契
約
」
を
解
消
し
た
時
、
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ

イ
ン

フ
ォ

モ

ー
フ

は
、
偶
然
に
も
、
買
い
手
の
決
ま
っ
て
い
な
い
ス
ー
リ
ヤ
義
体
の
回
送
／
試
運
転
／
業
務
を
請
け
負
っ

た
。
ス
ー
リ
ヤ
に
入
り
、
フ
レ
ア
近
傍
の
宇
宙
ハ
ビ
タ
ッ
ト
「
ウ
ッ
コ
・
ジ
リ
ー
ナ
」
の
太
陽
風
防
護

シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
そ
っ
と
滑
り
だ
し
た
時
、
太
陽
風
を
浴
び
た
ス
ー
リ
ヤ
の
肉
体
を
通
じ
て
、
巨
大
な

モ

ー

フ

太
陽
と
そ
の
周
辺
の
「
海
」
が
見
え
た
、
き
ら
き
ら
と
輝
く
黄
金
の
光
の
海
。
プ
ラ
ズ
マ
の
波
。
コ
ロ

ナ
の
流
れ
。
そ
の
中
で
重
低
音
の
よ
う
に
遠
く
か
ら
響
き
渡
る
ス
ー
リ
ヤ
た
ち
の
歌
。

（
あ
あ
、
身
体
が
あ
る
。

モ

ー

フ

こ
れ
が
現
実
）

リ

ア

ル

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
、
初
め
て
「
身
体
形
状
」
と
い
う
意
味
を
理
解
し
た
。

モ

ー

フ
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も
と
も
と
形
状
を
持
た
な
い
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
、
ず
っ
と
、
メ
ッ
シ
ュ
の
中
に
い
て
、
デ
ー
タ
フ
ロ

モ

ー

フ

ー
を
監
視
し
た
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
運
行
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
に
不
具
合
が
起
き
た
際
に
テ
レ

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

基
本
は
人
型
義
体
の
運
用
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
ア
ド
イ
ン
し
て
い
る
た
め
、
ス
ー
リ
ヤ
に
入
る
に
あ
た

り
、
運
動
系
か
ら
セ
ン
サ
ー
系
の
解
釈
翻
訳
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
さ
ら
に
、
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
が
拾
い
上

げ
る
磁
気
ノ
イ
ズ
か
ら
歌
を
拾
い
上
げ
る
意
識
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
た
め
、
認
識
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
が
格
段
に
広
が
り
、
鮮
明
度
を
増
し
た
の
だ
。

（
戸
惑
い
は
、
素
晴
ら
し
い
）

優
し
い
オ
ク
タ
ー
ブ
変
調
の
声
が
太
陽
風
に
乗
っ
て
届
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
中
を
踊
る
よ
う
に
泳
ぐ
ス
ー
リ
ヤ
の
群
れ
が
歓
迎
の
歌
を
踊
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
中
で
、
ス
ー
リ
ヤ
の
耐
熱
外
皮
が
き
ら
き
ら
と
太
陽
光
を
反
射
し
な
が
ら
、
色
を
変
え
て

い
く
。
肌
を
焼
く
灼
熱
を
逃
が
す
た
め
、
ス
ー
リ
ヤ
の
体
表
は
反
射
機
構
と
内
部
か
ら
の
発
光
を
一
方

的
に
投
下
さ
せ
る
ス
マ
ー
ト
素
材
で
で
き
て
い
る
。
熱
は
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
に
変
換
さ
れ
、
ス
ー
リ
ヤ

の
周
囲
に
広
が
り
、
見
え
な
い
翼
の
よ
う
に
、
ス
ー
リ
ヤ
を
回
せ
る
。
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見
え
な
い
翼
？

い
や
、
そ
れ
は
ま
だ
、
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
が
ス
ー
リ
ヤ
に
慣
れ
て
い
な
い
だ
け
だ
。
ス
ー
リ
ヤ
の
側
線

（
魚
類
の
体
の
横
に
あ
る
音
波
感
知
器
官
）
は
、
太
陽
風
や
磁
気
の
乱
れ
か
ら
、
彼
ら
の
翼
の
有
り
様

を
ち
ゃ
ん
と
感
知
し
て
い
る
。
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
の
魂
が
、
そ
れ
を
視
覚
化
し
て
映
像
と
し
て
処
理
す
る

エ
ゴ

こ
と
に
対
応
し
て
い
な
い
だ
け
だ
。

（
ギ
ア
・
チ
ェ
ン
ジ
）

情
報
体
の
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
に
と
っ
て
、
コ
マ
ン
ド
は
そ
の
ま
ま
呟
き
。

イ

ン
フ

ォ
モ

ー

フ

サ
ブ
タ
ス
ク
で
運
用
を
維
持
し
つ
つ
、
ス
ー
リ
ヤ
の
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
を
改
変
し
、
リ
ブ
ー
ト

す
る
。

自
ら
も
ア
ド
オ
ン
の
設
定
レ
ベ
ル
を
調
整
し
、
一
気
に
ピ
ー
ク
へ
シ
フ
ト
す
る
。

大
量
の
イ
ン
プ
ッ
ト
は
、
人

間
様
式
の
自
然
言
語
系
で
は
ま
っ
た
く
処
理
で
き
な
い
の
で
、
新
鯨

ヒ

ュ

ー
マ

ン

類
言
語
と
ミ
ッ
ク
ス
し
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
言
語
に
移
行
す
る
。

（
素
晴
ら
し
き
＊
＊
＊
＊
。
ア
ガ
ペ
ー
。
震
動
。
歓
喜

）。
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そ
の
瞬
間
に
、
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
の
意
識
が
弾
け
飛
ん
だ
。

＃
断
絶
＃

「
ウ
ッ
コ
・
ジ
リ
ー
ナ
」
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
通
信
で
回
復
す
る
ま
で
、
数
秒
の
断
絶
が
あ
っ

た
。処

理
落
ち
し
た
の
か
？

鯨
た
ち
は
、
風
と
潮
目
を
表
す
１
３
０
以
上
の
表
現
語
と
そ
の
変
容
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ

、

、

れ
は
ソ
ラ
リ
ア
ン
文
化
の
中
で

太
陽
と
そ
の
周
辺
環
境
を
表
す
多
数
の
形
容
表
現
語
に
発
展
し
た
が

側
線
も
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
も
持
た
ず
、
ス
ー
リ
ヤ
で
は
な
い
者
に
は
聴
き
と
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。

二
十
オ
ク
タ
ー
ブ
に
も
渡
る
単
語
表
現
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
お
そ
ら

く
、
数
百
語
を
消
費
し
て
、
そ
の
意
味
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
も
は
や
伝
聞
情

報
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
を
一
気
に
リ
ミ
ッ
タ
ー
無
し
で
導
入
し
た
の
だ
。
目
眩
も
す
る
。
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（
非
合
理
的
で
す
よ
ね
？
）

だ
が
、
非
合
理
な
分
、
世
界
は
素
晴
ら
し
い
。

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
呟
き
、
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
、
太
陽
風
を
タ
ッ
プ
す
る
。

突
き
詰
め
れ
ば
、
物
理
的
に
は
存
在
し
な
い
、
磁
気
情
報
の
塊
に
過
ぎ
な
い
（
＃
非
常
に
不
適
切
な

言
明
＃
）
人
工
知
性
体
の
自
分
が
、
太
陽
の
磁
気
嵐
の
中
を
泳
ぐ
宇
宙
ク
ジ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

Ａ

Ｇ

Ｉ

は
あ
ま
り
に
も
奇
妙
で
心
地
よ
い
も
の
だ
っ
た
。

＊

「
そ
れ
が
数
寄
っ
て
奴
さ
」

す

き

火
星
の
赤
い
荒
野
の
真
ん
中
で
、
佐
藤
海
と
名
乗
る
知
性
化
タ
コ
が
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
の
つ
ぶ
や
き
に

さ

と

う

か
い

答
え
た
。
ア
マ
ゾ
ニ
ス
台
地
の
南
端
、
オ
リ
ン
ポ
ス
山
か
ら
天
上
に
伸
び
る
軌
道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け

が
赤
い
平
原
を
彩
る
物
だ
っ
た
。

タ
コ
の
前
に
は
、
奇
妙
に
ね
じ
く
れ
、
ま
る
で
深
海
の
高
水
圧
で
圧
壊
し
た
よ
う
な
金
属
塊
が
あ
っ

た
。
ど
こ
か
の
馬
鹿
が
、
テ
ィ
タ
ー
ン
ズ
隔
離
地
域
か
ら
、
盗
み
出
し
て
き
た
ワ
イ
ル
ド
・
ア
ー
テ
ィ

Ｔ

Ｑ

Ｚ
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フ
ァ
ク
ト
（
野
生
化
し
た
（
異
星
人
、
も
し
く
は
、
テ
ィ
タ
ー
ン
ズ
由
来
の
）
機
械
的
工
芸
品
）
の
一

部
で
あ
る
。

前
衛
芸
術
の
オ
ブ
ジ
ェ
め
い
た
金
属
塊
の
前
で
、
人
間
大
の
大
ダ
コ
が
ひ
と
り
ご
と
を
言
っ
て
い
る

の
は
、
そ
れ
自
体
、
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
の
コ
メ
デ
ィ
の
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
。

「
佐
藤
、
誰
と
話
し
て
い
る
？
」

傍
ら
に
立
つ
タ
ル
シ
ス
・
リ
ー
グ
の
保
安
官
、
ア
リ
シ
ア
・
ス
ミ
ス
が
佐
藤
に
聞
い
た
。

火
星
の
薄
い
大
気
で
も
、
彼
女
は
呼
吸
器
な
し
で
活
動
で
き
る
。
寒
冷
な
火
星
高
地
の
気
候
に
適
応
し

た
専
用
義
体
「
マ
ー
シ
ャ
ン
・
ア
ル
ピ
ナ
ー
」
の
機
能
の
お
か
げ
だ
。
彼
女
の
足
元
に
は
、
半
知
性
化

さ
れ
た
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
の
相
棒
、
ド
ン
が
座
り
込
ん
で
い
る
。

「
仲
間
の
宇
宙
ク
ジ
ラ
さ
」
と
佐
藤
海

「

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
』
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
イ
ン
ナ
ー
・

。
『

バ
ル
カ
ン
で
日
光
浴
の
最
中
だ
っ
た
が
、
こ
い
つ
の
情
報
収
集
を
頼
ん
だ
」

『
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
』
は
、
人
類
絶
滅
の
危
機
と
戦
う
秘
密
結
社
だ
。
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
も
、
佐
藤

Ｘ

―

リ

ス

ク

海
も
、
ア
リ
シ
ア
・
ス
ミ
ス
も
、
そ
の
一
員
だ

『
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
』
の
存
在
自
体
、
実
に
秘
密

。

め
い
た
も
の
で
、
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
発
生
す
る
ま
で
、
佐
藤
と
ア
リ
シ
ア
は
一
度
も
会
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
本
拠
地
が
あ
る
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
目
の
前
の
金
属
塊
が
ヤ

バ
イ
こ
と
だ
け
は
ア
リ
シ
ア
に
も
、
佐
藤
に
も
分
か
っ
て
い
る
。
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「
太
陽
フ
レ
ア
の
中
に
い
る
ク
ジ
ラ
と
、
こ
の
ポ
ン
コ
ツ
が
ど
う
関
係
す
る
の
さ
？
」

ア
リ
シ
ア
は
、
レ
ー
ル
ガ
ン
・
ラ
イ
フ
ル
を
肩
に
担
い
だ
ま
ま
、
首
を
か
し
げ
る
。

「
関
係
な
い
こ
と
を
祈
る
よ
」

佐
藤
海
は
八
本
足
の
う
ち
、
三
本
の
触
手
で
掴
み
あ
げ
た
万
能
工
具
を
ど
こ
か
ら
差
し
込
も
う
か
悩

む
よ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
と
揺
ら
し
た
。

「
気
に
シ
な
い
、
気
ニ
し
な
イ
」

ド
ン
は
、
そ
う
言
い
な
が
ら
、
腰
の
ポ
ー
チ
か
ら
合
成
葉
巻
と
古
め
か
し
い
オ
イ
ル
ラ
イ
タ
ー
を
取

り
出
し
、
葉
巻
に
火
を
つ
け
て
、
す
パ
ー
っ
と
煙
を
吐
い
た
。
完
全
な
知
性
化
種
で
は
な
い
が
、
ド
ン

は
人
類
の
悪
癖
を
学
ぶ
程
度
に
は
賢
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「
わ
ざ
わ
ざ
化
石
燃
料
も
ど
き
を
燃
や
し
て
、
大
気
と
肺
を
汚
す
の
か
い
？
」

根
っ
か
ら
の
宇
宙
育
ち
で
、
元
海
洋
生
物
の
佐
藤
海
は
２
本
の
触
手
を
奇
妙
に
捻
ら
せ
た
。
人
間
な

、

、

、

、

。

ら

肩
を
す
く
め
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が

残
念
な
こ
と
に

タ
コ
に
は

肩
を
形
成
す
る
骨
格
が
な
い

限
定
さ
れ
た
空
気
に
命
を
か
け
る
宇
宙
船
乗
り
に
と
っ
て
、
タ
バ
コ
の
類
は
あ
ま
り
に
も
高
価
で
、

避
け
る
べ
き
悪
癖
で
あ
る
。

「
火
星
は
、
温
室
ガ
ス
が
足
り
な
く
て
ね
」
と
ア
リ
シ
ア
。

「
コ
レ
も
、
粋
だ
ヨ
」
と
ド
ン
。

イ

キ
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＊

「
私
は
遍
在
す
る
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
７
体
の
ア
ル
フ
ァ
分
岐
体
を
形
成
し
、
太
陽
系
の
メ
ッ
シ
ュ
調
査
に
飛
ば
し
、
オ

フ

ォ

ー

ク

リ
ジ
ナ
ル
は
イ
ン
ナ
ー
・
バ
ル
カ
ン
の
フ
レ
ア
内
部
に
隠
れ
潜
む
。
分
岐
体
は
、
魂
の
コ
ピ
ー
体
。
オ

フ

ォ

ー

ク

エ
ゴ

リ
ジ
ナ
ル
か
ら
コ
ピ
ー
さ
れ
た
も
の
を
ア
ル
フ
ァ
、
以
降
、
ベ
ー
タ
、
デ
ル
タ
、
ガ
ン
マ
と
劣
化
し
て

い
く
。

佐
藤
海
が
確
保
し
た
「
火
星
の
ワ
イ
ル
ド
・
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ト
」
は
、
星
間
企
業
の
猟
犬
た
ち
が

よ
だ
れ
を
垂
ら
し
て
押
し
寄
せ
る
フ
ラ
グ
付
き
だ
。
情
報
収
集
も
命
が
け
だ
か
ら
、
実
行
部
隊
は
フ
ォ

ー
ク
に
任
せ
、
後
で
記
憶
を
統
合
す
れ
ば
い
い
。

（
要
・

命
」
の
定
義
）

「

空
疎
な
哲
学
は
い
ら
な
い
。

分
岐
体
は
、
ク
ジ
ラ
の
歌
と
同
じ
空
間
に
放
た
れ
た
木
霊
。

エ

コ

ー
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（
木
霊
→
言
霊
）

＊

紫
の
空
を
銀
色
の
ト
ン
ボ
が
飛
ん
で
い
く
。

薄
い
大
気
を
四
枚
の
薄
羽
で
捕
ら
え
、
風
を
切
っ
て
飛
ぶ
。

眼
下
に
は
火
星
の
赤
い
荒
野
。
数
十
キ
ロ
ご
と
に
点
在
す
る
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
用
の
環
境
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
、
ノ
ー
マ
ッ
ド
の
バ
ギ
ー
以
外
に
人
工
物
は
見
え
な
い
。

遥
か
南
に
は
、
砂
塵
の
渦
が
見
え
る
。
昨
日
、
レ
ッ
ド
・
エ
デ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
火
星
改
造
用

に
、
小
惑
星
を
落
と
し
た
際
、
舞
い
上
が
っ
た
粉
塵
だ
。
本
来
、
火
星
の
薄
い
大
気
は
、
地
球
ほ
ど
長

。

、

。

く
は
砂
塵
を
空
中
に
保
持
し
て
は
く
れ
な
い

あ
の
動
き
は

巨
大
砂
嵐
に
進
化
し
つ
つ
あ
る
兆
候
だ

ダ

ス

ト

ス

ト

ー

ム

氏
族
に
対
し
て
、
位
置
情
報
を
重
ね
て
報
告
す
る
。

「
茜
は
さ
ら
に
哨
戒
を
継
続
し
ま
す
」

「
茜
」
と
名
乗
っ
た
彼
女
は
、
火
星
の
荒
野
を
さ
す
ら
う
テ
ク
ノ
氏
族
、
メ
ー
カ
ー
・
ノ
ー
マ
ッ
ド

ト

ラ
イ

ブ
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の
一
員
。
氏
族
の
た
め
に
、
前
方
哨
戒
任
務
に
つ
く

飛
行
型
機
械
外
殻
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
は
、
全
長
２
メ
ー

ロ

ボ

ッ

ト

・

シ

ェ

ル

ト
ル
弱
の
ト
ン
ボ
だ
。

拡
張
現
実
の
視
野
の
隅
に
、
浮
か
ん
だ
ア
イ
コ
ン
に
気

Ａ

Ｒ

づ
い
て
、
北
に
転
じ
る
。

茜
は
、
そ
っ
と
寄
り
添
う
親
友
の
魂
を
、
ゴ
ー
ス
ト
ラ

エ

ゴ

イ
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
受
け
入
れ
る
。
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
ダ

ー
・
シ
ス
テ
ム
は
デ
ジ
タ
ル
状
態
の
魂
を
相
乗
り
さ
せ
る

エ

ゴ

た
め
の
ギ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

「
お
客
さ
ん
、
ど
こ
ま
で
？
」

昔
の
映
画
で
見
た
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
真
似
て
、
茜
は

聞
き
返
す
。

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
シ
テ
ィ
ま
で
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
（
ア
ル
フ
ァ
１
）
は
、
火
星
の
パ
ン
ド

ラ
・
ゲ
ー
ト
が
あ
る
赤
道
直
下
の
街
を
指
す
。
パ
ン
ド
ラ
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・
ゲ
ー
ト
は
、
古
代
に
太
陽
系
を
訪
れ
た
エ
イ
リ
ア
ン
が
残
し
た
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
型
の
超
次
元
転
移
装

置
で
、
太
陽
系
外
惑
星
へ
人
類
が
辿
り
着
く
唯
一
の
手
段
だ
。
太
陽
系
内
に
五
つ
発
見
さ
れ
た
う
ち
、

火
星
の
マ
ア
デ
ィ
ム
渓
谷
で
発
見
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ン
・
ゲ
ー
ト
は
、
星
間
企
業
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
植
民
計
画
」
社
が
管
理
し
て
い
る
。
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
シ
テ
ィ
は
そ
の
入
口
で
あ
る
。

「
ヘ
ル
ツ
ォ
グ
の
哨
戒
機
が
う
る
さ
い
わ
ね
」
と
茜
が
つ
ぶ
や
く
。

「
電
子
戦
は
任
せ
て
」
と
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
が
さ
さ
や
く

「
レ
ー
ザ
ー
通
信
が
一
度
出
来
れ
ば
い
い
か

。

ら
」

＊

「
戦
い
は
数
だ
よ
、
兄
貴
」
と
、
昔
、
誰
か
が
言
っ
た
。

＃
（
メ
ッ
シ
ュ
の
自
動
検
索
禁
止
。
理
由
：
濫
用
は
情
報
過
多
に
よ
る
論
旨
の
朦
朧
化
）
＃

少
な
く
と
も
、
現
代
の
航
空
爆
撃
に
対
す
る
弾
幕
と
電
子
戦
に
お
い
て
は
、
こ
の
言
葉
は
真
実
だ
。

対
空
ミ
サ
イ
ル
を
避
け
る
本
質
は
、
機
動
性
で
は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
弾
頭
の
セ
ン
サ
ー
を
潰
す
対
抗
手
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段
を
総
当
り
式
に
ば
ら
ま
き
な
が
ら
、
ミ
サ
イ
ル
を
ハ
ッ
キ
ン
グ
し
て
自
爆
さ
せ
る
こ
と
だ
。
逆
に
言

え
ば
、
ジ
ャ
ミ
ン
グ
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
受
け
な
い
分
、
ス
マ
ー
ト
誘
導
を
し
な
い
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
の
弾

幕
の
方
が
実
に
厄
介
だ
。

だ
が
、
今
日
、
イ
ン
フ
ラ
部
分
で
メ
ッ
シ
ュ
が
入
っ
て
い
な
い
街
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
メ
ア
リ
ー

・
Ｉ
は
さ
ら
に
２
体
の
自
分
を
呼
び
寄
せ
、
ド
ー
ム
の
管
理
サ
ー
バ
ー
に
介
入
し
た
。

フ

ォ
ー

ク

茜
は
、
ヘ
ル
ツ
ォ
グ
警
備
の
哨
戒
機
を
回
避
し
て
、
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
シ
テ
ィ
に
接
近
、
狙
撃

ラ
イ
フ
ル
で
外
殻
基
盤
部
へ
と
圧
縮
通
信
を
打
ち
込
ん
だ
。

「
ボ
ン
・
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
」

銀
の
ト
ン
ボ
は
さ
っ
と
舞
い
上
が
り
、
赤
い
荒
野
を
さ
す
ら
う
氏
族
の
元
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

ト

ラ
イ

ブ

＊

今
日
の
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
は
ず
い
ぶ
ん
い
か
つ
い
男
だ
っ
た
。

半
ば
猿
の
よ
う
に
も
見
え
る
イ
カ
ツ
イ
顔
つ
き
、
つ
き
だ
し
た
眉
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
腕
は
ど
う
に

も
こ
う
に
も
原
始
人
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
ま
あ
、
間
違
い
じ
ゃ
な
い
な
」
と
、
ラ
ン
デ
ィ
は
答
え
る

「
こ
い
つ
は
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

。
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の
ク
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
生
体
混
合
義
体
だ
か
ら
な
」

Ｐ

Ｏ

Ｄ

「
今
回
の
目
的
地
に
最
適
の
義
体
な
の
ね
？
」
と
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
言
っ
た
。

ラ
ン
デ
ィ
は
決
断
力
の
あ
る
男
だ
っ
た
。
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
を
す
る
。
お
そ
ら

く
、
探
検
家
に
欠
か
せ
な
い
果
断
さ
な
の
だ
ろ
う
。
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
の
彼
方
、
太
陽
系
惑
星
の
探

査
を
行
う
冒
険
家
、
ゲ
ー
ト
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
、
何
度
も
、
異
常
な
環
境
を
体
験
し
、
死
を
乗

。

、

、

。

り
越
え
て
き
た
男
だ

必
要
に
応
じ
て

義
体
を
乗
り
換
え
る
の
も

彼
に
と
っ
て
は
当
然
な
こ
と
だ

ま
だ
、
人
類
の
義
体
で
あ
る
分
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
Ｐ
Ｏ
Ｄ
な
ら
自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
メ
ア
リ
ー
は
、
ケ
ー
ス
が
好
き
だ
な
」

ラ
ン
デ
ィ
は
呆
れ
る
よ
う
に
言
う
。

半
ば
自
虐
的
に
「
容
器
」
と
呼
ば
れ
る
合
成
義
体
は
、
機
械
外
殻
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
安
価
で
ど

ケ

ー

ス

シ

ン

セ

モ

ー

フ

ロ
ボ

ッ
ト

・

シ
ェ

ル

こ
に
で
も
転
が
っ
て
い
る
。
顔
も
な
け
れ
ば
、
手
足
も
組
み
立
て
式
の
安
物
っ
ぽ
い
。
機
能
美
だ
と
い

う
人
も
い
る
が
、
美
し
い
高
級
ク
ロ
ー
ン
義
体
や
高
機
能
な
機
械
外
殻
が
い
く
ら
で
も
あ
る
こ
の
ご
時

世
、
ケ
ー
ス
は
金
の
な
い
貧
乏
人
が
や
む
な
く
使
用
す
る
も
の
だ
と
見
な
さ
れ
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
。
社
会
的
弱
者
の
印
だ
。

〈
大
破
壊
〉
の
結
果
、
太
陽
系
中
に
溢
れ
か
え
っ
た
死
者
た
ち
を
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
蘇
生
さ
せ

ザ
・

フ
ォ

ー
ル

る
た
め
に
粗
製
濫
造
さ
れ
た
も
の
で
、
よ
く
故
障
す
る
の
で
、
レ
モ
ン
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
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「
私
は
、
こ
の
レ
モ
ン
が
好
き
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
一
時
的
に
使
う
な
ら
、
必
要
な
機
能
は
全
部
あ
る
わ
。

生
体
義
体
み
た
い
に
、
ご
飯
や
寝
床
の
心
配
も
し
な
く
て
い
い
」

も
と
も
と
肉
体
を
持
た
な
か
っ
た
汎
用
人
工
知
性
に
は
身
体
へ
の
こ
だ
わ
り
は
な
い
。
ラ
ン
デ
ィ
よ

Ａ

Ｇ

Ｉ

り
も
さ
ら
に
、
シ
ン
プ
ル
な
道
具
と
い
う
感
覚
。

「
で
も
な
あ
、
男
は
女
性
に
は
微
笑
ん
で
ほ
し
い
ん
だ
な
」

ラ
ン
デ
ィ
が
照
れ
た
よ
う
に
言
う
。

原
始
人
の
顔
が
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
歪
み
、
赤
く
な
る
。
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
る
と
い
う
表
現
。

「
笑
顔
な
ら
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
を
ホ
ロ
で
送
り
ま
す
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
起
動
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ラ
ン
デ
ィ
の
こ
だ
わ
り
は
分
か
っ
て
い
る
。

だ
が
、
表
情
筋
の
あ
る
義
体
は
、
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
に
は
使
い
に
く
か
っ
た
。
生
体
義
体
の
よ
う
に
、

バ

イ

オ

モ

ー

フ

、

、

、

表
情
筋
が
明
確
に
あ
る
と

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
で
き
ず

中
に
い
る
の
が
人
間
で
は
な
く

汎
用
人
工
知
性
と
バ
レ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

Ａ

Ｇ

Ｉ

だ
か
ら
、
人
が
笑
顔
を
要
求
す
る
と
分
か
っ
た
時
だ
け
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
や
Ａ
Ｒ
で
相
手
が
好
き
な
笑

顔
を
表
示
す
る
。
一
応
、
識
別
用
に
個
性
を
つ
け
た
ア
イ
コ
ン
の
Ｖ
Ｒ
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
も
あ
る
が
、
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対
人
関
係
に
不
器
用
な
自
分
が
露
呈
し
て
し
ま
う
の
で
、
必
要
の
な
い
限
り
、
使
用
し
な
か
っ
た
。

「
い
や
、
そ
の
」

ラ
ン
デ
ィ
は
原
始
人
の
義
体
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の
か
、
言
語
が
曖
昧
で
あ
る
。

理
由
は
心
理
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
推
定
し
て
く
れ
て
い
る
。

彼
は
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
を
女
性
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
く
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
こ
う
言
う
。

「
私
は
、
Ａ
Ｇ
Ｉ
で
す
。

名
称
や
言
葉
遣
い
に
設
定
さ
れ
た
性
別
は
、
対
人
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
す
ぎ
ま
せ
ん
」

＊

知
性
化
の
代
償
で
、
汎
用
人
工
知
性
は
、
感
情
と
い
う
機
能
を
得
た
。

Ａ

Ｇ

Ｉ

感
情
に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
た
ち
の
世
界
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
共
感
や
補
完
を

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
非
論
理
的
で
気
ま
ぐ
れ
で
、
扱
い
が
厄
介
な
も
の
で
、

た
い
て
い
の
Ａ
Ｇ
Ｉ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
に
感
情
の
暴
走
を
防
止
す
る
感
情
ダ
ン
パ
ー
を
組
み
込
ん
で

い
る
。
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「
君
た
ち
に
足
り
な
い
の
は

『
忘
却
』
と
い
う
生
体
脳
の
機
能
だ
ね
」

、

バ
グ
と
呼
ば
れ
る
ハ
ッ
カ
ー
が
、
バ
ル
カ
ン
軌
道
の
小
惑
星
ラ
ー
で
呟
い
た
。

水
星
の
内
側
に
あ
る
バ
ル
カ
ン
軌
道
は
、
理
論
上
、
幻
の
第
一
惑
星
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
軌
道

だ
。
こ
の
軌
道
上
に
は
、
バ
ル
カ
ノ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
小
惑
星
群
が
二
つ
あ
り
、
ラ
ー
は
そ
の
ひ
と
つ

に
属
す
る
小
惑
星
に
作
ら
れ
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
近
傍
に
浮
か
ぶ
小
惑
星
コ
ー
ド
ウ
ェ
ル
に
あ

る
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
に
最
も
近
い
自
由
港
で
あ
る
。

バ
グ
は
そ
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
の
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。

物
理
的
に
。

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
の
よ
う
に
、
偏
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
彼
は
、
ス
ワ
ー
ム
ノ
イ
ド
＝
群
体
義
体

を
使
用
し
て
い
た
。
指
先
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
機
械
昆
虫
数
百
体
が
形
成
す
る
群
れ
の
中
に
仮
想
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
「
人
間
の
魂
」
が
、
バ
グ
で
あ
る
。

エ

ゴ

ケ
ー
ス
義
体
に
入
り
、
ラ
ー
の
宇
宙
港
に
姿
を
現
し
た
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
（
ア
ル
フ
ァ
２
）
は
、
ハ
ッ

カ
ー
、
バ
グ
と
共
同
し
て
、
ラ
ー
の
港
湾
施
設
へ
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
進
め
て
い
た
。
小
惑
星
コ
ー
ド
ウ

ェ
ル
へ
向
か
う
星
間
企
業
「
テ
ラ
・
ヘ
ネ
シ
ス
」
の
輸
送
船
に
搭
載
す
る
反
物
質
燃
料
を
少
し
だ
け
増

量
す
る
。

最
悪
の
事
態
に
備
え
た
迂
遠
な
工
作
。
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い
ざ
と
な
れ
ば
、
コ
ー
ド
ウ
ェ
ル
の
バ
ル
カ
ノ
イ
ド
・
ゲ
ー
ト
か
ら
出
現
す
る
だ
ろ
う
「
敵
」
を
小

惑
星
ご
と
対
消
滅
さ
せ
る
に
足
る
反
物
質
。
そ
の
使
用
は
、
コ
ー
ド
ウ
ェ
ル
に
い
る
数
百
名
の
「
テ
ラ

・
ジ
ェ
ネ
シ
ス
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
身
体
を
こ
の
世
か
ら
完
全
に
消
滅
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
、
緊
急
量
子

通
信
器
型
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
間
に
合
わ
な
い
は
ず
だ
。

消
滅
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
気
持
ち
だ
ろ
う
？

誰
で
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
、
死
ん
で
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
再
生
し
た
魂
を
、
義
体
に
ダ

エ
ゴ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
か
ら
、
身
体
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
怖
く
な
い
は
ず
だ
。
だ
が
、
意
識
は
連
続
し
て

い
な
い
。
記
憶
も
連
続
し
て
い
な
い
。
個
体
は
個
体
。
分
岐
し
た
も
の
は
別
の
も
の
で
は
な
い
か
？

「
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
、
君
は
、
あ
ま
り
に
も
ナ
イ
ー
ブ
だ
」

バ
グ
の
機
械
虫
が
ま
る
で
黒
い
帯
の
よ
う
に
な
っ
て
宇
宙
港
の
荷
揚
げ
場
の
隅
を
走
っ
て
い
く
。

「
そ
こ
に
い
る
の
は
、
私
の
３
１
％
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
１
０
％
ま
で
の
喪
失
は
想
定
済
だ
。

念
の
た
め
、
バ
グ
５
％
は
す
で
に
船
内
に
潜
入
し
て
い
る
」

そ
の
５
％
は
、
反
物
質
が
解
放
さ
れ
た
場
合
、
完
全
に
消
滅
す
る
。

奇
妙
な
自
殺
行
為
。

と
こ
ろ
で
、
何
％
が
消
失
し
た
ら
、
バ
グ
は
死
ぬ
の
だ
ろ
う
か
？
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バ
グ
に
は
、
も
は
や
、
心
臓
も
脳
も
名
前
も
住
所
も
な
い
。

愉
快
犯
型
の
電
子
犯
罪
者
「
虫

。」

バ
グ

「
私
が
ド
コ
に
い
る
か
、
な
ん
て
、
疑
問
は
１
０
年
前
に
通
り
過
ぎ
た
よ
。

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
。

オ
カ
シ
イ
な
。
な
ん
で
、
ハ
ッ
カ
ー
が
Ａ
Ｉ
に
説
教
し
て
い
る
の
か
な
？
」

黒
い
帯
は
ま
る
で
埃
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
。
無
重
力
の
中
で
、
機
械
虫
の
群
れ
が
い
く
つ
か
に
分

か
れ
、
直
径
５
セ
ン
チ
ほ
ど
の
手
足
付
き
球
体
を
形
成
す
る
。
ま
る
で
、
遊
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
不

、

、

。

規
則
な
動
き
を
し
た
後

何
が
あ
っ
た
の
か

わ
ー
っ
と
散
ら
ば
っ
て
荷
物
の
影
に
逃
げ
込
ん
で
い
く

「
あ
あ
、
こ
れ
は
、
昔
の
ア
ニ
メ
映
画
に
出
て
き
た
『
真
っ
黒
ク
ロ
ス
ケ
』
の
真
似
だ
」

そ
こ
で
、
バ
グ
の
ア
イ
コ
ン
が
空
中
で
爆
発
し
、
花
火
の
よ
う
な
光
を
Ａ
Ｒ
の
中
に
撒
き
散
ら
す
。

「
画
像
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
で
冗
談
を
解
説
す
る
な
ん
て
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
な
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
バ
グ
は
床
に
散
ら
ば
り
、
下
手
な
笑
顔
の
絵
を
作
っ
た
。

「
気
に
す
る
な
。
私
た
ち
は
、
人
類
を
救
う
戦
い
を
し
て
い
る
の
さ
」

＊
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「
人
は
、
ど
ん
な
物
に
も
慣
れ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
そ
の
反
面
、
い
つ
ま
で
も
怖
い
も
の
さ
」

、

。

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
原
始
人
顔
で

ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
は
歯
を
剥
き
だ
し
て
笑
っ
た

ス
マ
ー
ト
宇
宙
服
を
来
た
そ
の
姿
は

「
猿
の
惑
星
」
の
リ
メ
イ
ク
版
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
兵
の
よ
う
だ

、

っ
た
（
画
像
認
識
ソ
フ
ト
に
よ
る
共
通
点
は
７
７
％

。）

「
何
度
、
く
ぐ
っ
て
も
、
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
を
安
心
し
て
は
見
ら
れ
な
い
」

エ
イ
リ
ア
ン
が
残
し
た
謎
の
遺
跡
で
あ
る
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
に
は
、
い
く
つ
も
の
怪
談
が
あ
る
。

い
わ
く
、
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
は
実
際
に
は
ど
こ
に
も
通
じ
て
い
な
い
。
ゲ
ー
ト
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー

が
持
ち
帰
る
物
は
記
憶
も
映
像
も
物
体
さ
え
も
、
謎
の
エ
イ
リ
ア
ン
が
で
っ
ち
上
げ
た
幻
想
に
過
ぎ
な

い
。い

わ
く
、
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
は
人
類
の
サ
ン
プ
ル
を
確
保
す
る
た
め
に
、
エ
イ
リ
ア
ン
が
用
意
し

た
罠
で
あ
る
。
そ
の
ゲ
ー
ト
に
入
っ
た
者
は
す
べ
て
分
子
レ
ベ
ル
ま
で
分
解
さ
れ
、
エ
イ
リ
ア
ン
の
下

僕
に
改
造
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

「
そ
の
考
え
は
非
合
理
で
す
」
と
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
が
反
対
す
る

「
現
状
ま
で
の
証
拠
を
精
査
し
た
結

。

果
は
、
そ
う
し
た
伝
説
を
十
分
否
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
イ
リ
ア
ン
の
陰
謀
に
つ
い
て
も
、
高
次
に

発
達
し
た
文
明
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
疎
漏
な
計
画
に
見
え
ま
す
」
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「
あ
い
つ
ら
が
何
を
考
え
て
い
る
か
、
な
ん
て
知
ら
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
だ
か
ら
、
面
白
い
ん
だ
」

ラ
ン
デ
ィ
は
不
敵
に
笑
っ
て
、
パ
ン
ド
ラ
・
ゲ
ー
ト
へ
踏
み
込
ん
で
い
く
。

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
ラ
ン
デ
ィ
の
恋
人
、
シ
ュ
ガ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
が
い
つ
も
「
馬
鹿
だ
ね
え
」

と
い
と
お
し
げ
に
つ
ぶ
や
く
声
を
思
い
出
し
た
。
多
分
、
人
類
の
男
と
い
う
奴
は
、
１
０
万
年
以
上
前

か
ら
こ
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

＊

「
や
は
り
、
爆
破
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
な
」

知
性
化
タ
コ
の
佐
藤
海
は
、
超
テ
ル
ミ
ッ
ト
爆
薬
を
金
属
塊
の
回
り
に
配
置
し
、
高
温
が
一
気
に
そ

れ
を
焼
く
よ
う
に
し
た
。

「
あ
れ
で
足
り
る
の
か
い
？
」
と
、
ア
リ
シ
ア
は
笑
う
。

「
計
算
上
は
」
と
ド
ン
の
頭
の
上
に
乗
っ
た
マ
イ
ク
ロ
・
ド
ロ
ー
ン
「
ソ
ー
サ
ー
」
か
ら
投
影
さ
れ
た

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
（
ア
ル
フ
ァ
６
）
が
そ
う
言
っ
た
。

「
そ
の
情
報
を
得
る
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
手
間
が
か
か
っ
た
？
」
と
ア
リ
シ
ア
が
聞
い
た
。
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「
そ
の
話
は
無
意
味
で
す
よ
」
と
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
（
ア
ル
フ
ァ
６
）
が
答
え
る

「
バ
グ
な
ら
ば

『
お

。

、

前
は
今
ま
で
食
べ
た
パ
ン
の
数
を
覚
え
て
い
る
か
？
』
と
聞
き
返
す
と
こ
ろ
で
す
ね
」

「
い
や
、
そ
れ
は
多
分
、
使
い
方
が
違
う
か
ら
」
と
佐
藤
海
が
突
っ
込
む
。

「
い
い
か
い
」
と
、
ア
リ
シ
ア
が
突
っ
込
む

「
世
間
を
学
ぶ
の
は
い
い
け
れ
ど
、
バ
グ
は
よ
い
師
匠

。

で
は
な
い
ぞ
。
と
い
う
か
、
バ
グ
、
真
面
目
な
奴
に
、
変
な
情
報
を
突
っ
込
む
な
！
」

「
こ
の
仕
様
は
、
ア
ル
フ
ァ
６
だ
け
の
テ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
バ
グ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
プ

テ
ン
・
バ
ス
タ
ー
向
け
だ
と
か
？
」

「
そ
の
名
前
を
口
に
す
る
な
！
」
と
、
佐
藤
海
が
叫
ぶ
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ス
タ
ー
は
、
彼
の
別
名
で

あ
る
。

「
正
義
ノ
味
方
ラ
・
シ
イ
ナ
」
と
ド
ン
が
葉
巻
を
ふ
か
す
。

し
ば
ら
く
し
て
、
爆
音
が
火
星
の
荒
野
に
響
き
、
事
件
は
誰
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

反
物
質
は
解
放
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
ゲ
ー
ト
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
が
ゲ
ー
ト
の
向
こ
う
か
ら
帰
っ
て
来
な

い
こ
と
な
ど
珍
し
く
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
人
類
は
絶
滅
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。

＊
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歌
が
聞
こ
え
る
。

コ
ロ
ナ
に
近
い
イ
ン
ナ
ー
・
バ
ル
カ
ン
宙
域
。

「
愛
お
し
き
か
な
、
太
陽
。

我
ら
の
海
を
照
ら
す
黄
金
の
林
檎
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
、
ス
ー
リ
ヤ
の
尾
を
打
ち
振
り
、
コ
ロ
ナ
に
近
い
光
に
飛
び
込
ん
で
い
く
。

宇
宙
ク
ジ
ラ
の
歌
を
聞
き
な
が
ら
。
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